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保護サイトとリカバリサイトのリソースを設定

ネットワークマッピングの設定

保護対象サイトの各リソースがリカバリサイトの適切なリソースにマッピングされるよ
うに、両方のサイトでVMネットワーク、ESXiホスト、フォルダなどのリソースマッピ
ングを設定する必要があります。

次のリソース設定を完了する必要があります。

• ネットワークマッピング

• フォルダマッピング

• リソースマッピング

• プレースホルダデータストア

• 必要なもの *

保護対象サイトとリカバリサイトを接続しておく必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ ネットワークマッピング *] を選択します。

4. [新規]*をクリックして、新しいネットワークマッピングを作成します。

Create Network Mappingウィザードが表示されます。

5. Create Network Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. を選択し、[Next]*をクリックします。

b. 保護対象サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*[マッピングの
追加]*をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 前に使用したオブジェクトを選択してリバースマッピングを作成し、*[完了]*をクリックします。

• 結果 *

[Network Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリサイトのリソースが表示されます。環境
内の他のネットワークについても、同じ手順を実行できます。

フォルダマッピングの設定

保護対象サイトとリカバリサイトの間の通信を有効にするには、それらのサイトのフォ
ルダをマッピングする必要があります。
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• 必要なもの *

保護対象サイトとリカバリサイトを接続しておく必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ * フォルダーマッピング * ] を選択します。

4. [フォルダ]アイコンを選択して、新しいフォルダマッピングを作成します。

Create Folder Mappingウィザードが表示されます。

5. Create Folder Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. を選択し、[Next]*をクリックします。

b. 保護対象サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*[マッピングの
追加]*をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 前に使用したオブジェクトを選択してリバースマッピングを作成し、*[完了]*をクリックします。

• 結果 *

[Folder Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリサイトのリソースが表示されます。環境内
の他のネットワークについても、同じ手順を実行できます。

リソースマッピングの設定

仮想マシンがどちらか一方のホストグループにフェイルオーバーするように構成される
ように、保護対象サイトとリカバリサイトのリソースをマッピングする必要がありま
す。

• 必要なもの *

保護対象サイトとリカバリサイトを接続しておく必要があります。

Site Recovery Manager（SRM）では、リソースとしてリソースプール、ESXiホスト、vSphere

クラスタがあります。

• 手順 *

1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ * リソースマッピング * ] を選択します。

4. [新規]*をクリックして、新しいリソースマッピングを作成します。

Create Resource Mappingウィザードが表示されます。

2



5. Create Resource Mappingウィザードで、次の手順を実行します。

a. を選択し、[Next]*をクリックします。

b. 保護対象サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、*[マッピングの
追加]*をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 前に使用したオブジェクトを選択してリバースマッピングを作成し、*[完了]*をクリックします。

• 結果 *

[Resource Mappings]ページに、保護対象サイトのリソースとリカバリサイトのリソースが表示されます。環
境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行できます。

プレースホルダデータストアの設定

プレースホルダデータストアを設定して、リカバリサイトのvCenterインベントリに保護
対象の仮想マシン（VM）用の場所を確保する必要があります。プレースホルダVMはサ
イズが小さく、数百KB以下なので、プレースホルダデータストアを大きくする必要はあ
りません。

• 必要なもの *

• 保護対象サイトとリカバリサイトを接続しておく必要があります。

• リソースマッピングを設定しておく必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Serverにログインし、* Site Recovery > Sites *をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ プレースホルダデータストア ] を選択します。

4. 新しいプレースホルダデータストアを作成するには、*[新規]*をクリックします。

5. 適切なデータストアを選択し、「 * OK 」をクリックします。

プレースホルダデータストアはローカルでもリモートでもかまいません。レプリケート
しないでください。

6. 手順3~5を繰り返して、リカバリサイト用のプレースホルダデータストアを設定します。

アレイマネージャを使用したSRAの設定

Site Recovery Manager（SRM）のArray Managerウィザードを使用してStorage

Replication Adapter（SRA）を設定し、SRMとStorage Virtual Machine（SVM）が連携
できるようにすることができます。

• 必要なもの *

• SRMで保護対象サイトとリカバリサイトをペアリングしておく必要があります。
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• アレイマネージャを設定する前に、オンボードストレージを設定しておく必要があります。

• 保護対象サイトとリカバリサイト間のSnapMirror関係を設定し、レプリケートしておく必要があります。

• マルチテナンシーを有効にするには、SVM管理LIFを有効にしておく必要があります。

SRAでは、クラスタレベルの管理とSVMレベルの管理がサポートされます。クラスタレベルでストレージを
追加すると、クラスタ内のすべてのSVMを検出して処理を実行できます。SVMレベルでストレージを追加す
る場合は、そのSVMのみを管理できます。

• 手順 *

1. SRM で、 [* Array Managers* ] をクリックし、 [* Add Array Manager* ] をクリックします。

2. SRMでアレイについて次の情報を入力します。

a. [Display Name] フィールドに、アレイマネージャを識別する名前を入力します。

b. 「 * SRA Type * 」フィールドで、「 * ONTAP 向け NetApp Storage Replication Adapter 」を選択
します。

c. クラスタまたはSVMへの接続情報を入力します。

▪ クラスタに接続する場合は、クラスタ管理LIFを入力する必要があります。

▪ SVM に直接接続する場合は、 SVM 管理 LIF の IP アドレスを入力する必要があります。

アレイマネージャを設定するときは、ONTAP toolsでストレージシステムをオン
ボードしていたのと同じ接続（IPアドレス）をストレージシステムに使用する
必要があります。たとえば、アレイマネージャの設定範囲がSVMである場合
は、ONTAP tools for VMware vSphereのストレージをSVMレベルで追加する必
要があります。

d. クラスタに接続する場合は、 SVM の名前を * SVM 名 * フィールドに入力します。

このフィールドは空白のままにすることもできます。

e. 検出するボリュームを * Volume include list * フィールドに入力します。

保護対象サイトのソースボリュームとリカバリサイトのレプリケートされたデスティネーション
ボリュームを入力できます。

たとえば、ボリュームdst_vol1とSnapMirror関係にあるボリュームsrc_vol1を検出する場合は、保護対
象サイトのフィールドでsrc_vol1を指定し、リカバリサイトのフィールドでdst_vol1を指定する必要が
あります。

a. * （オプション） * Volume exclude list * フィールドに、検出対象から除外するボリュームを入力
します。

保護対象サイトのソースボリュームとリカバリサイトのレプリケートされたデスティネーション
ボリュームを入力できます。

たとえば、volume_dst_vol1_とSnapMirror関係にあるvolume_src_vol1_を除外する場合は、保護対象サイ
トのフィールドで_src_vol1_を指定し、リカバリサイトのフィールドで_dst_vol1_を指定する必要があり
ます。
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1. 「 * 次へ * 」をクリックします。

2. アレイが検出され、[Add Array Manager]ウィンドウの下部に表示されていることを確認し、*[Finish]*

をクリックします。

適切なSVM管理IPアドレスとクレデンシャルを使用して、リカバリサイトでも同じ手順を実行します。Add

Array ManagerウィザードのEnable Array Pairs（アレイペアの有効化）画面で、正しいアレイペアが選択さ
れ、有効にする準備ができていることを確認します。
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